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　平成28年第３回松野町議会定例会が、９月９日に召集され、９日、28日に提出議案などが審議されました。
主な内容は次のとおりです。

報告 松野町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

議案 愛媛県市町総合事務組合の規約の変更について
 愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱退に伴う財産処分について
 松野町定住自立圏形成協定の議決に関する条例について
 平成28年度松野町一般会計補正予算（第４号）
 平成28年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
 平成28年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
 松野町滑床観光施設の指定管理者の指定の期間の変更について
 松野町河川公園施設の指定管理者の指定の期間の変更について
 工事請負契約の締結について
　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり可決されました。

認定 平成27年度松野町一般会計歳入歳出決算の認定について
 平成27年度松野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成27年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成27年度松野町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成27年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算について
 平成27年度松野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成27年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり認定されました。

同意 松野町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　▼吉田　和平氏、金谷　一氏、黒澤　寿美氏を任命することが同意されました。

松野町議会第３回定例会

補正予算の概要補正予算の概要
平成28年度松野町一般会計補正予算（第４号）
補正額：６千267万２千円　（補正後の予算総額：35億２千748万６千円）
【主な補正理由】
議�会費☞議場マイクシステムの老朽化に伴い、更新する必要があることから、移動式のマイクシステム購入費275万
円を計上。

農�林水産業費☞農業振興費に「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる農業再生・農地有効活用プロジェクト
として、松野町農林公社が事業主体となって実施する、デルフィニウムの新作「さくらひめ」の特産品化に向け

た試験栽培を支援するため、試験栽培用温室ハウス整備費に対する農業振興費補助金375万円を計上するほか、日

本型直接支払事業費には、新たに３地区の環境保全会が設立されたことにより、多面的機能支払交付金137万７千

円を追加。

商�工費☞観光費に、国の地方創生加速化交付金の内示を受け、「森の国おもてなし力レベルアップ事業」を実施する
ため、その事業費として、森の国ＤＭＯ立ち上げプログラム事業委託料500万円のほか、森の国マーケティングリ
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サーチプログラム事業委託料848万８千円、おもてなし人材スキルアッププログラム事業委託料500万円、アウト

ドアスポーツ聖地化プログラム事業委託料１千万円を計上。

土�木費☞砂防事業費に、県補助金の追加内示を受け、２か所分の集落・避難路保全斜面地震対策事業費を追加。事
業費に入札執行等に伴う調整により２千314万円を追加。

消�防費☞災害対策費に、県補助金の内示を受け、指定避難所としている松野中学校と町民センターに、発電機、投光機、
備蓄倉庫などを配備するため、避難所用防災資機材購入費117万７千円を計上。

平成28年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
補正額：103万３千円　（補正後の予算総額：７億107万１千円）
総�務費☞一般管理費に、平成30年度から県が国保運営の責任主体となり、県内市町の国保事業費納付金額の決定や
標準保険料率の算定業務を行うにあたり、国保事業費納付金等算定標準システムを導入することに伴い、県のシ

ステムと本町の国保システムを連携させる必要があることから、国民健康保険システム改造委託料86万４千円を

計上。

前期高齢者納付金等☞本年度における納付金額の決定により、前期高齢者納付金１万４千円を追加
諸�支出金☞償還金に、前年度の退職者医療交付金に係る精算額の確定により、療養給付費交付金返還金15万５千円を
追加

平成28年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
補正額：１千468万３千円　（補正後の予算総額：７億６千269万９千円）
総務費☞賦課徴収費に、前年度保険料還付未済額の確定により、過誤納還付金11万６千円を追加。
保�険給付費☞介護サービス等諸費に、介護保険法の改正により、本年４月１日から従来の通所介護サービスのうち、
利用定員18人以下の通所介護事業所が、県指定の事業所から町指定の地域密着型事業所として取り扱われること

に伴い、給付費の支出区分を変更する必要があることから、居宅介護サービス費４千962万円を減額する一方、地

域密着型介護サービス費を同額追加。

基金積立金☞前年度繰越金を財源とする介護保険介護給付費準備基金積立金１千53万４千円を追加。
諸�支出金☞前年度の国庫負担金等の精算に伴う予算措置として、償還金利子及び割引料に、返還金403万３千円を追加。

一般質問

一
般
質
問

土
居　
一
誠　
議
員

問�　

町
長
が
２
期
８
年
を
区
切
り
に
今
年
11
月
の
任
期
で
引

退
を
決
意
さ
れ
、
定
例
議
会
で
は
こ
の
９
月
議
会
が
最
後

と
な
る
の
で
、
一
般
質
問
に
よ
っ
て
町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
求
め
た
い
。

町
長
答
弁

　

私
が
町
長
に
就
任
し
た
当
時
は
、
国
が
推
進
す
る
平
成
の

大
合
併
の
真
只
中
で
合
併
の
相
手
先
で
町
内
が
２
分
し
役
場

内
も
町
民
も
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
合
併
の
大
事
業

に
際
し
、
前
町
政
の
も
と
で
、
住
民
投
票
に
よ
り
合
併
先
を

選
択
し
た
鬼
北
町
と
の
合
併
協
議
に
誠
心
誠
意
尽
く
し
ま
し

た
が
成
就
せ
ず
、単
独
で
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
位
一
体
改
革
が
強
力
に
推
進
さ
れ
、
町
の
財
政
見
通
し

が
先
行
き
不
透
明
な
中
で
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の
断
行
を

は
じ
め
、
町
内
融
和
と
信
頼
回
復
、
地
域
医
療
の
確
保
や
産

業
、
福
祉
、
防
災
、
情
報
、
環
境
、
教
育
文
化
等
の
重
要
課

題
に
対
応
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
官
民
協
同
の
優
良
財

源
の
確
保
に
よ
る
「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
」
の
積
極
的
推

進
に
よ
り
、
特
色
と
魅
力
の
あ
る
森
の
国
の
ま
ち
づ
く
り
と

財
政
の
健
全
化
、
懸
案
事
項
の
具
現
化
な
ど
、
お
お
む
ね
達

成
で
き
た
の
は
、
町
民
の
御
理
解
と
県
等
の
御
支
援
の
お
か

げ
で
あ
り
、
感
謝
に
堪
え
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
町
政
を
振
り
返
り
印
象
深
く

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
第
１
に
、
合
併
問
題
等
同
時
期
に
中

央
診
療
所
の
医
師
が
退
職
す
る
と
い
う
事
態
と
な
り
、
何
と

し
て
も
、
地
域
医
療
を
確
保
し
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る

こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
大
の
基
本
と
捉
え
、
私
の
政
治

生
命
を
か
け
て
、
医
師
確
保
に
当
時
の
副
町
長
、
担
当
課
長
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波
の
凄
ま
じ
さ
、そ
の
恐
怖
感
は
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
地
域
が
対
象
エ
リ
ア
で
あ
り
、

日
ご
ろ
か
ら
備
え
が
重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
防

災
計
画
の
改
訂
や
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
計

画
的
な
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
を
行
い
、
学
校
施
設
を

中
心
に
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
懸
案
で
あ
る
庁
舎
改
築
は
、

庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、平
成
32
年
度
完
成
を
目
標
に
基
金
を
造
成
す
る
な
ど
、

改
築
へ
の
道
筋
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
力
強
化
の
た

め
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
避
難
訓
練
の
実

施
や
防
災
フ
ェ
ア
の
開
催
に
よ
る
防
災
意
識
の
高
揚
、
防
災

資
機
材
の
整
備
に
も
取
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
関
係
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
町
民
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と

思
い
ま
す
。

　

５
つ
目
に
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域
づ

く
り
、
林
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
お
い
て
、
ま
き

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
と
ぽ
っ
ぽ
温
泉
改
修
に
併
せ
た
薪
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

の
協
力
も
あ
り
、
森
林
環
境
の
整
備
の
観
点
か
ら
も
、
自
然

に
や
さ
し
い
取
組
み
が
実
施
で
き
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い

こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。
林
家
が
数
少
な
い
現
状
の
中
で
、

美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
今
後

の
課
題
で
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
７
月
に
全
国
源
流
サ

ミ
ッ
ト
が
、
森
の
国
ま
つ
の
で
開
催
で
き
た
こ
と
は
喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。

　

６
つ
目
は
、
少
子
化
子
育
て
支
援
対
策
で
す
。
若
い
世
代

の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
は
あ
り
ま
す

が
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
と
し
て
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
保
育
料
負
担
の
軽
減
化
、
学
校
給
食
の
半
額
助
成
、

海
外
研
修
事
業
な
ど
、
全
国
の
自
治
体
と
比
較
し
て
も
引
け

を
と
ら
な
い
施
策
に
取
組
み
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
を
少
し
で
も
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
将
来
に
必
ず

活
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
任
期
中
に
は
、
国
道
３
８
１
号
線
松
野
東
バ
イ

パ
ス
の
開
通
や
、
企
業
と
連
携
し
た
農
地
開
発
団
地
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
崖

崩
れ
防
災
対
策
事
業
、
松
野
町
発
足
60
周
年
記
念
事
業
、
虹

の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
改
修
事
業
や
予
土
地
域
連
携
に
よ

る
観
光
交
流
事
業
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
誕
生
、
住
民

主
導
に
よ
る
森
の
国
さ
く
ら
の
会
や
山
城
の
会
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
諸
活
動
、
議
会
と
と
も
に
取
組
ん
だ
地
方
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
と
、
私
の
心
に
残
る
も
の
は
、
ま
だ
ま

だ
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
最
後
に
危
機
的
状
況
か
ら
財
政
再

建
が
果
た
せ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
に
は
１
億
６
５
４
８
万
５
千
円
で
あ
っ
た
財
政
調

整
基
金
が
平
成
27
年
度
末
に
は
８
億
５
６
５
３
万
８
千
円
に

回
復
し
、
現
時
点
で
は
９
億
円
と
な
り
、
そ
の
他
減
債
基
金

が
３
５
０
０
万
円
、
庁
舎
建
設
基
金
が
１
億
７
５
２
２
万
７

千
円
と
将
来
予
測
に
よ
る
基
金
積
立
て
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
時
期
約
63
億
円
余
り
あ
っ
た
普
通
会
計
町
債
残
高

も
優
良
起
債
を
中
心
に
36
億
円
程
度
に
圧
縮
で
き
、
そ
の
内

容
も
交
付
税
還
元
率
83
・
5
％
の
優
良
起
債
が
中
心
で
町
の

実
質
負
担
額
は
５
億
９
１
０
０
万
円
で
す
。
依
然
と
し
て
地

方
交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
脆
弱
な
財
政
環
境
に
あ
る

も
の
の
、
継
続
し
た
行
財
政
改
革
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し

た
事
業
・
施
策
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
ソ
フ
ト
事
業
中
心

の
財
政
運
営
を
基
本
に
展
開
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
健
全
財

政
の
堅
持
は
可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
反
省
点
と
し
て
は
、
松
野
町
有
史
以
来
、
人
件
費
の

削
減
を
理
由
に
平
成
22
年
９
月
議
会
で
、
副
町
長
を
置
か
な

い
条
例
が
制
定
さ
れ
、
２
期
８
年
の
中
で
、
副
町
長
が
６
年

間
不
在
と
い
う
異
例
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い
健
康

一般質問
等
と
と
も
に
全
国
各
地
を
駆
け
回
り
、
厳
し
い
医
師
不
足
の

中
、
熱
意
と
努
力
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
い
た
県
当
局
と
自

治
医
科
大
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
に
ご
高
配
を
賜
り
、
県
下
唯
一
の

自
治
医
科
大
学
卒
業
医
師
２
人
の
配
置
と
支
援
体
制
が
整
い

ま
し
た
。
ま
た
芝
壽
彦
先
生
の
御
協
力
も
い
た
だ
い
て
、
３

つ
の
出
張
診
療
所
も
含
め
て
、
地
域
医
療
が
守
ら
れ
た
こ
と

は
、
何
に
も
増
し
て
安
堵
し
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
し
た
。

　

２
つ
目
と
し
て
、
学
校
環
境
の
整
備
と
し
て
建
築
後
40
年

以
上
を
経
過
し
た
松
野
中
学
校
の
改
築
事
業
に
着
手
で
き
た

こ
と
で
す
。
松
野
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
緑
が
丘
の
白
亜

の
校
舎
か
ら
、
町
産
材
の
温
も
り
を
生
か
し
た
木
造
校
舎
へ

の
改
築
は
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の

贈
り
物
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
強
度
不
足
で
あ
っ

た
松
野
中
学
校
並
び
に
松
野
東
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
改
修

に
よ
り
、
施
設
の
安
全
性
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県

下
に
先
駆
け
て
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
導
入

し
、
新
世
代
の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
学
力
向
上
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

を
見
ま
す
と
、
県
下
で
も
優
秀
な
学
力
を
備
え
、
ス
ポ
ー
ツ

で
も
県
大
会
、
四
国
大
会
で
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
私
た
ち

の
期
待
に
応
え
て
く
れ
て
心
強
い
か
ぎ
り
で
す
。

　

３
つ
目
に
は
、
株
式
会
社
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
森
の

国
フ
ァ
ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
誘
致
で
す
。
こ
の
企
業
誘
致

は
、
県
の
力
強
い
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
も
の
で

す
。
中
村
時
広
知
事
を
は
じ
め
県
企
業
立
地
課
の
職
員
、
関

係
各
位
に
対
し
町
民
を
代
表
し
、改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
本
町
の
代
表
的
な
誘
致
企
業
と
し
て
、
雇
用
創
出
の

中
核
と
し
て
繁
栄
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

　

４
つ
目
と
し
て
、
防
災
対
策
事
業
の
推
進
で
す
。
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
の
２
つ
の

巨
大
地
震
が
私
の
任
期
中
に
発
生
し
ま
し
た
。
ま
る
で
架
空

の
映
像
を
見
る
か
の
よ
う
に
、
次
々
と
飲
み
込
ん
で
い
く
津
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に
恵
ま
れ
、
全
力
投
球
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
教
育
長
、

総
務
課
長
を
は
じ
め
、
各
担
当
課
長
、
そ
し
て
職
員
一
人
ひ

と
り
が
頑
張
っ
て
、
ま
さ
に
総
合
力
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

し
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
中
村
知
事
を
は
じ
め
、
県
当

局
、
20
市
町
の
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
愛
媛
と
し
て
、
温
か
い

御
指
導
、
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
内

政
外
交
面
の
制
約
や
管
理
指
導
育
成
面
で
不
十
分
、
不
行
き

届
き
な
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
い
ろ

い
ろ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
の
責
任
を
感
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
何
と
か
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
住
民
の
方
々
の
御
理
解
と
御
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
深

く
感
謝
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
事
項
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
町
活
性
化
の
中

核
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
き
た
滑
床
森
の
国
ホ
テ
ル
、
虹
の

森
公
園
施
設
に
つ
い
て
、
今
年
３
月
に
指
定
管
理
者
の
株
式

会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
１
年
を
残
し
て
、
突
然
の
撤

退
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、
え
ひ
め
い
や
し

の
南
予
博
２
０
１
６
の
開
催
や
、
春
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
て
、
現
場
で
働
く
社
員
の
た
め
に
も
、
限
ら
れ
た
期
間

の
中
で
管
理
運
営
を
継
続
す
る
た
め
の
苦
渋
の
決
断
と
し
て

議
会
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
株
式
会
社
松
野
町
農
林

公
社
が
当
面
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
緊
急

避
難
的
な
措
置
と
し
て
、
暫
定
６
か
月
間
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
議
会
と
も
協
議
を
重
ね
、
公
募
は
行

わ
ず
１
社
選
定
方
式
と
し
、
地
元
資
本
の
法
人
設
立
と
い
う

基
本
的
な
方
向
性
は
出
て
い
る
も
の
の
、
今
後
の
大
型
観
光

施
設
の
経
営
、
組
織
体
制
の
あ
り
方
な
ど
、
新
法
人
の
組
み

立
て
を
す
る
た
め
に
は
現
場
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
と
住
民
へ
の
説
明
な
ど
も
必
要
で
あ
り
、
新
町
政
の
方
針

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て

考
え
た
場
合
、
私
の
任
期
中
に
は
残
念
な
が
ら
、
き
ち
ん
と

一般質問

し
た
指
定
管
理
者
の
切
替
え
が
で
き
な
い
こ
と
は
申
し
訳
な

く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
新
庁
舎
建
設
計
画
を
は
じ
め
、
地
域
要
望
事
業

や
各
課
の
当
面
す
る
課
題
懸
案
事
項
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

行
政
は
継
続
性
、
計
画
性
が
重
要
で
す
。
新
し
い
体
制
の
も

と
、
内
外
の
英
知
を
終
結
し
、
円
満
に
円
滑
に
進
め
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

２
期
８
年
長
い
よ
う
で
短
か
く
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
就
任

当
時
は
、
苦
し
い
日
々
の
連
続
で
し
た
が
、
私
な
り
に
町
政

の
懸
案
事
項
に
真
摯
に
取
組
み
、
幾
ば
く
か
の
解
消
が
で
き

た
こ
と
は
、
私
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
方
々
、
指

導
助
言
を
い
た
だ
い
た
議
員
各
位
、
諸
先
輩
方
、
着
実
に
業

務
を
推
進
し
て
き
た
職
員
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
任
期
も
３
ヶ
月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

や
り
残
し
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
任
期
の
あ
る
立
場
で
す
。

昭
和
40
年
、
役
場
職
員
と
し
て
奉
職
以
来
、
半
世
紀
余
り
先

輩
方
の
指
導
と
偉
大
な
功
績
に
感
謝
し
、
そ
の
思
い
と
精

神
を
受
継
ぎ
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
守
り
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
全
職
員
が
チ
ー
ム
松
野
の
総
合

力
で
取
組
ん
で
き
た
２
期
8
年
を
締
め
く
く
り
、
そ
し
て
次

の
新
町
政
に
円
滑
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
職
責
を
全
う
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問�　

今
年
７
月
「
源
流
サ
ミ
ッ
ト
」
が
こ
こ
森
の
国
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
を
広
く
国
民
に

浸
透
さ
せ
、
源
流
域
の
自
然
環
境
を
永
遠
に
し
っ
か
り
と

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
粘

り
強
く
息
の
長
い
運
動
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁

　

私
た
ち
の
森
か
ら
染
み
出
す
１
滴
が
、
谷
に
集
ま
り
、
郷さ

と

を
潤
し
な
が
ら
さ
ら
に
大
き
く
合
流
し
、
街
か
ら
や
が
て
海

へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
地
域
資
源
を
将
来
に
亘
り
、
保
全
・
継
承
し

て
い
く
た
め
に
は
、そ
の
資
源
を
活
か
し
た
「
地
域
お
こ
し
」

を
行
い
、
そ
こ
で
生
活
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
可
能
と

す
る
「
地
域
づ
く
り
」
す
な
わ
ち
、
文
化
と
経
済
の
流
域
内

循
環
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
森
に
あ
そ
び　

こ
の
森
に
学
び
て　

あ
め
つ
ち
の
心

に
近
づ
か
む

　

こ
の
言
葉
に
は
、
自
然
豊
か
な
滑
床
の
仙
境
を
誰
よ
り
も

愛
し
た
初
代
松
野
町
長　

岡
田　

倉
太
郎　

氏
の
自
然
と
の

共
生
へ
の
思
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
保
護
を
最
優
先
に
取
組
ん
で
き
た
先
人
、
大
先
輩
の

こ
の
言
葉
は
、
昨
年
、
町
制
60
周
年
を
迎
え
た
今
で
も
、
私

ど
も
の
心
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
姿
勢
に
、
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

貴
重
な
地
域
資
源
を
私
た
ち
が
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
と
守
り
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、

源
流
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
テ
ー
マ
に
も
そ
の
思
い
を
込
め
た
も

の
で
あ
り
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
も
少
し
で
も
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
源
流
域
を
守
る
活

動
を
通
じ
て
、
都
市
部
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
の
賛
同
と
共
感
、
そ
し
て
協
力
を
得
る
べ
く
、
広
く
発
信

し
て
い
く
と
と
も
に
、
国
を
挙
げ
て
の
地
方
創
生
の
流
れ
の

中
、
圏
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
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運
動
会
・
体
育
祭

　

９
月
の
週
末
に
は
、
各
小
中
学
校
で
体
育
祭
・
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
・
南
小
学
校
は
、
あ
い
に
く
の

天
候
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
優
勝
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
競
技
に
挑
み
、

思
い
出
に
残
る
も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

集え勇者　松中に刻め　勇者の足跡

心一つに　おどるぞ走るぞ　目黒っ子

元気いっぱい　いい顔いっぱい　運動会

最後まで　負けない気持ちに　金メダル

松野中学校

松野南小学校

松野東小学校

松野西小学校

集え勇者　松中に刻め　勇者の足跡集え勇者　松中に刻め　勇者の足跡集え勇者　松中に刻め　勇者の足跡

心一つに　おどるぞ走るぞ　目黒っ子心一つに　おどるぞ走るぞ　目黒っ子心一つに　おどるぞ走るぞ　目黒っ子

元気いっぱい　いい顔いっぱい　運動会元気いっぱい　いい顔いっぱい　運動会元気いっぱい　いい顔いっぱい　運動会

最後まで　負けない気持ちに　金メダル

森 の国だより

９
11

９
18

９
18

９
25



7

森 の国だより

松
野
町
敬
老
式

９
16

　

９
月
16
日
㈮
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
敬
老
式
は
、
長
き
に
わ
た
り
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
、
感
謝
の
意
を

も
っ
て
そ
の
長
寿
を
お
祝
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
過
ご
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

百
賀
（
数
え
100
歳
）
２
名

白
寿
（
数
え
99
歳
）
２
名

卒
寿
（
数
え
90
歳
）
42
名

米
寿
（
数
え
88
歳
）
59
名

傘
寿
（
数
え
80
歳
）
77
名

喜
寿
（
数
え
77
歳
）
56
名

百賀の正木憲愛さん（松丸）

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
松
丸
保
育
園
、
吉
野
生
保

育
園
の
園
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
踊
り
や
、
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
後
、
阪
本
町
長
か
ら
、
当
日
ご
出
席
さ

れ
た
祝
い
年
対
象
者
の
方
々
に
対
し
て
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
各
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
作
文
発

表
が
行
わ
れ
、
大
好
き
な
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
へ
の
感

謝
の
こ
も
っ
た
内
容
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
に
こ
や
か
な
表

情
で
、
発
表
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
宇
和
島
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
講
話
、
フ

レ
ン
ド
ま
つ
の
、
デ
イ
ま
つ
の
の
有
志
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
式
典
に
華
が
添
え
ら
れ
、
敬
老
式
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た
百
賀
、
白
寿
の
対
象
者
の
方
に
は
、

後
日
町
長
が
訪
問
し
、
祝
い
状
と
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
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森 の国だより

四
万
十
・
南
予
横
断2RIVER VIEW Ride2016

９
11

　

９
月
11
日
㈰
、
予
土
県
境
地
域
の
２
市
３
町
を
会
場
に
四
万
十
・
南
予
横
断2

 
RIVER VIEW

 Ride2016

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
速
道
路
の
延
伸
を
機
に
、

県
境
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
両
県
及
び
県
境
各
市
町
等
で
構
成
さ
れ

る
予
土
県
境
地
域
連
携
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日
は
、
両
県
知

事
を
は
じ
め
、
約
４
０
０
名
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
道
の
駅
み
ま
を
出
発
し
道
の
駅
あ
ぐ
り
窪
川
ま
で
を
往
復
す
る
１
７
２
㎞

の
上
級
者
コ
ー
ス
と
途
中
で
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
利
用
す
る
61
㎞
の
中
級
者
コ
ー
ス

が
あ
り
、
四
万
十
川
流
域
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
走
れ
る
コ
ー
ス
で
し
た
。
ま
た
、

各
地
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
元
グ
ル
メ
や
特
産
品
を
使
用
し
た
給
水
・
給

食
メ
ニ
ュ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
虹
の
森
公
園
で
は
、
ウ
ナ
ギ
の
お
に
ぎ
り
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
ほ
か
、
商
品
化
し
て
は
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
５
回
Ｊ
Ｒ
予
土
線
ぽ
っ
ぽ
音
楽
祭

×
よ
ど
せ
ん
感
謝
祭
２
０
１
６

９
10

　

９
月
10
日
㈯
に
、
松
丸
駅
を
主
会
場
に
第
５
回
Ｊ
Ｒ
予
土
線
ぽ
っ
ぽ
音
楽
祭
×
よ
ど

せ
ん
感
謝
祭
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
丸
駅
前
通
り
で
は
よ
ど
せ
ん
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
四
万
十
牛
の
串
焼
き
や
石

窯
で
焼
く
ピ
ザ
、
町
内
産
の
桃
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
な
ど
伊
予
と
土
佐
の
お
い
し
い
も

の
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

に
設
置
さ
れ
た
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
不
器
男
記
念
館
や
正
木
酒
造
な
ど
駅
周
辺
の
名
所
を

順
番
に
訪
ね
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
松
丸
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
た
「
ぽ
っ
ぽ
音
楽
祭
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
松
野
鬼
城
太
鼓
や
森
風
を
は
じ
め
、
フ
ォ
ー
ク
ユ
ニ
ッ
ト
の
夕
★
ta

さ
ん
や
、
高
知
県
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
中
川
千
夏
さ
ん
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
大
ト
リ
の
レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
さ
ん
の
演
奏
に
は
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
こ
の
日

一
番
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
予
土
線
は
、通
勤
・
通
学
の
ほ
か
、「
予
土
線
３
兄
弟
」
や
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
「
か
っ

ぱ
う
よ
う
よ
号
」、
自
転
車
を
列
車
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」

の
運
行
な
ど
、
観
光
面
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
土
線
の
運
行
を
存
続
し
て
い
く
た
め
、
予
土
線
に
揺
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ゆ　
　

た
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森 の国だより

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

秋
の
大
収
穫
祭

９
21-30

９
18

　

９
月
21
日
㈬
か
ら
30
日
㈮
の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、
虹
の
森
公
園
駐
車
場
で
自
動
車
パ
レ
ー
ド

の
出
発
式
と
大
門
橋
交
差
点
で
人
の
輪
作
戦
が
行
わ
れ
、

鬼
北
交
通
安
全
協
会
の
各
支
部
役
員
が
交
通
安
全
旗
を
掲

げ
た
車
に
乗
り
込
み
、
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
り
、
大
門

橋
周
辺
の
沿
道
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

た
り
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
児
童
の
登
校
に
合
わ
せ
て
街
頭
指
導
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
吉
野
生
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
や
東
小
学
校
で
は
、
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
、

交
通
安
全
へ
の
意
識
が
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
日
が
短
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
車
を
運
転

さ
れ
る
方
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
に
、
歩
行
さ
れ
る
方
は

反
射
材
な
ど
を
身
に
つ
け
、
車
の
死
角
に
入
ら
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
18
日
㈰
、
虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
で
秋
の
大
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
川
カ
ニ
レ
ー
ス
や
新
米
重
量
当
て
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
川
カ
ニ

レ
ー
ス
で
は
、
ど
の
よ
う
に
動
く
か
わ
か
ら
な
い
川
カ
ニ
に
来
場
者
は
予
想
が
難
し
く
、

な
か
な
か
当
た
ら
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
普
段
見
ら
れ
な
い
川

カ
ニ
に
興
味
津
々
で
、
動
く
姿
や
泡
を
吹
く
姿
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
新
米

重
量
当
て
ク
イ
ズ
で
は
、
来
場
者
は
足
を
止
め
じ
っ
く
り
と
観
察
し
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
川
カ
ニ
の
出
汁
が
入
っ
た
芋
炊
き
や
新
米
の
お
に
ぎ
り
な
ど
が
並

び
多
く
の
方
が
購
入
さ
れ
、
松
野
の
味
を
楽
し
み
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
カ
チ
ッ
と
ね 

ベ
ル
ト
が
守
る 

そ
の
笑
顔
」
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

木
々
覆
う
何
か
居
そ
う
な
秋
の
山 

伊
井　

め
ぐ
む

月
昇
る
音
か
す
か
に
神
の
山 

伊
藤　
　

富
子

秋
彼
岸
伍
長
の
墓
も
古
り
に
け
り 

岡
本　
　

京
子

針
に
糸
ま
た
も
通
ら
ぬ
秋
暑
し 

金
谷　
　

重
子

樂
譜
な
き
音
樂
会
や
虫
の
夜 

金
谷　
　

文
惠

秋
暑
し
飛
ば
し
読
み
す
る
罪
と
罰 

谷　
　

き
よ
し

花
木
槿
峡
の
深
さ
に
色
の
濃
し 

布　
　
　

康
江

月
照
ら
す
こ
こ
は
昔
の
都
跡 

ひ
の　

た
い
ら

秋
風
や
別
れ
も
言
え
ず
逝
き
し
姉 

山
下　

ス
ミ
子

物
忘
れ
笑
ひ
合
い
つ
ゝ
秋
に
入
る 

赤
松　
　

午
子

秋
灯
を
太
く
し
て
待
つ
介
護
の
娘 

稲
谷　

キ
ミ
子

歳
時
記
に
も
み
じ
の
栞
色
褪
せ
て 

上
田　

美
智
子

重
陽
や
遠
く
に
あ
り
て
初
ひ
孫 

岡
本　
　

三
葉

百
姓
の
米
作
り
や
め
キ
ャ
ベ
ツ
田
に 

竹
内　

サ
ダ
子

葛
句
会
　
九
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
九
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

　
「
森
の
国
山
城
学
」
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
郷
土
を
愛
す

る
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
資
源
で
あ
る
山
城
を
活
用
し

た
郷
土
学
習
で
す
。
小
学
校
で
は
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
史
跡
河
後
森
城
跡
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
の
国
山
城
学
の
特
徴
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
処
理
又
は
情
報
通
信
に
関
連
す
る
技
術
の
総
称
）
を
活
用
し

た
授
業
を
行
う
と
こ
ろ
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

等
を
利
用
し
て
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
町
内
３
小
学
校
の
児
童
が
各
学
校
に
い
な
が
ら
他
の
小

学
校
と
意
見
交
換
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
他
地

域
の
小
学
校
と
交
流
す
る
予
定
で
す
。
2
つ
目
は
体
験
学
習
を
通
し

て
山
城
の
事
を
学
習
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
攻
防
体
験
や

戦
国
料
理
づ
く
り
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
地
で
山
城
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
学
習

し
て
き
た
事
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
予
定
で
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

目
　
黒
　
藤
川
　
優
太
　
　
明あ
か
り莉

　
女

　
　
　
　
　
　
　
真
弓

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※俳句ポスト投句作品優秀句は該当ありませんでした。

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

森
の
国
山
城
学
を
実
施
中
で
す
！

ICTを活用した授業の様子

戦国料理づくり体験の様子

攻防体験の様子
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　　　�の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

松
　
丸
　
木
村
　
末
子
　
　
79
歳

吉
　
野
　
金
谷
　
信
之
　
　
83
歳

目
　
黒
　
友
岡
　
德
芳
　
　
71
歳

豊
　
岡
　
畔
地
　
信
枝
　
　
81
歳

吉
　
野
　
曽
我
　
啓
一
　
　
58
歳

蕨
　
生
　
金
谷
　
清
子
　
　
91
歳

松
　
丸
　
金
谷
　
正
明
　
　
92
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,032世帯（前月比 －10世帯）

総人口　4,127人 （前月比 －13人）
　　　　男1,955人　女2,172人
【９月中の異動】
　　　　○出　生　１人　○死　亡　９人
　　　　○転　入　９人　○転　出　14人

平成28年９月30日現在
※外国人を含みます。

町�の�人�口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

長
山
　
教
雄
　
　
愛
知
県

金
谷
　
喜
彦
　
　
宇
和
島
市

岩
本
　
ち
づ
　
　
鬼
北
町

金
谷
　
範
男
　
　
神
奈
川
県

村
田
　
和
宏
　
　
松
野
町

曽
我
　
敦
美
　
　
松
野
町

☆
広
報
送
付
お
礼

長
田
　
眞
一
　
　
愛
知
県

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
㈯
、
大
阪
市
で
森
の
国
ま
つ
の
応
援
団

関
西
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
関

西
支
部
会
員
を
は
じ
め
、
近
畿
愛
媛
県
人
会
町
長
、

愛
媛
県
大
阪
事
務
所
長
が
参
加
さ
れ
、
過
去
最
多
の

65
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
山
木
健
二
郎
関
西
支
部
長
か
ら
の
松

野
町
の
地
域
創
生
に
向
け
て
関
西
の
地
か
ら
エ
ー
ル

を
送
っ
て
い
こ
う
と
の
力
強
い
挨
拶
を
皮
切
り
に
、

鬼
城
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
な
ど
松
野
の
勢
い
を
感
じ

さ
せ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
同
士

で
旧
交
を
温
め
る
絶
好
の
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
は
、
故
郷
を
同
じ
く
す
る

者
同
士
、
ま
た
、
松
野
町
を
応
援
し
た
い
と
い
う
方

が
集
ま
っ
た
組
織
で
、「
関
東
支
部
」「
関
西
支
部
」

「
四
国
支
部
」
の
３
支
部
が
結
成
さ
れ
、
会
員
数
３

１
６
人
で
活
動
を
行
い
、
日
頃
よ
り
、
松
野
町
へ
の

思
い
を
語
り
、
提
言
を
ま
と
め
報
告
す
る
な
ど
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
盆
に
は
ふ
る
さ
と

松
野
町
で
大
同
窓
会
を
開
催
し
、
町
と
の
意
見
交
換

や
提
言
な
ど
に
つ
い
て
の

取
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
松
野
町
の

活
性
化
の
た
め
に
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

お
知
り
合
い
の
方
や
我
こ

そ
は
と
思
う
方
は
、
是
非

と
も
当
応
援
団
に
入
団
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
６

森
の
国
創
生
課
内

　

森
の
国
山
城
の
会
が
、
平
成
28
年
度
「
ふ
れ
あ
い

の
森
林
づ
く
り
」
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

森
の
国
山
城
の
会
は
、
町
内
山
城
の
保
存
と
活
用

を
目
的
に
平
成
８
年
に
発
足
し
、
史
跡
河
後
森
城

跡
の
維
持
管
理
や
里
山
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
史
跡
内
の
草

刈
り
作
業
や
遺
構
の
保
存
と
名
所
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
自
生
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
移
植
活
動
は
、
史
跡
を
守

る
だ
け
で
な
く
登
城
者
が
気
持
ち
よ
く
城
内
を
散
策

で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
い
っ
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
25
年
度
全

国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
続
い
て
、
２
回
目
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団

関
西
支
部
総
会
開
催

森
の
国
山
城
の
会
が
国
土
緑
化

推
進
機
構
理
事
長
賞
を
受
賞
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農業委員会だより（11月号）
　

９
月
21
日
㈬
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
森
田
佳
介
さ
ん
、
こ
こ
ろ
さ
ん
夫
妻
に
よ
る
家

族
経
営
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経
営
に
携
わ
る
家
族

が
、
意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
農
業
経
営
に
参
画

で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
事
を
目
的
に
、
経
営
方
針

や
役
割
分
担
、
就
業
体
制
等
に
つ
い
て
十
分
に
話
し

合
い
、
そ
の
結
果
を
農
業
委
員
会
会
長
等
の
立
会
い

の
も
と
、協
定
と
し
て
正
式
に
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
に
ご
興
味
の
あ
る
営
農
者
や
ご
家

族
の
方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

家
族
経
営
協
定
の
締
結
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

Informationお し ら せ

　災害の発生時等に、町から住民の方々に「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」を発令する場合があります。
これらの違いをあらかじめ理解しておくことが、自らの身を守ることにつながります。また、危険を感じる場
合等は、自らの判断で早めに避難することも重要です。

防災コーナー

～避難基準について～

避難情報 発令時の状況 住民に求める行動

自主避難 　避難勧告までには至らないと判断す
るものの、災害状況により、住民の不
安を解消するために必要と判断する場
合

・ 住民は、必要に応じ、自主的に地区の集会所
等へ避難
・ 自主避難の際、必要な食料、飲物、日用品等
を持参

避難準備情報 　要配慮者等、特に避難行動に時間を
要する者が避難行動を開始しなければ
ならない段階であり、人的被害の発生
する可能性が高まったとき

・ 要配慮者等、特に避難行動に時間を要する者
は、計画された避難場所等への避難行動を開
始（避難支援者は支援行動を開始）
・ 上記以外の者は、家族等との連絡、非常用持
出品の用意等、避難準備を開始

避難勧告 　相当な暴風の来襲、断続的な豪雨等
により災害の発生が予想され、生命、
身体の危険が強まってきたとき

・ 通常の避難行動ができる者は、計画された避
難場所等への避難行動を開始

避難指示 　暴風、豪雨、洪水その他災害発生と
なる事象が避難勧告の段階より悪化し、
災害の発生が確実に予想されるに至っ
たとき
　なお、突然、災害発生の諸現象が現
れた時は、避難勧告等の処置を経ず、
直ちに避難指示の処置を行う

・ 避難勧告等の発令後で避難中の住民は、確実
な逃避行動を直ちに完了
・ いまだ避難していない対象住民は、直ちに避
難行動に移るとともに、そのいとまがない場
合は生命を守る最低限の行動

協定を締結された森田佳介さんとこころさん夫妻
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各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
11
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
法
律
相
談

【
日　
　

時
】
11
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
11
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

　　　　　　�Information　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�お し ら せ

南
予
博
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

第
11
回　
消
防
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　

２
４
０
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
南
予
博
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
南
予
観
光
振
興
に
つ
い
て
考
え
る

閉
幕
記
念
イ
ベ
ン
ト
。
南
予
博
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
華
や
か
に

飾
り
ま
す
。

○
11
月
19
日
㈯

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

南
予
博
の
食
イ
ベ
ン
ト
の
ま
と
め
と
な
る
美
味
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

【
会　
　

場
】　

南
楽
園

【
開
催
時
間
】　

夕
方
〜

【
料　
　

金
】　

有
料

○
11
月
20
日
㈰

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

南
予
の
グ
ル
メ
販
売
な
ど
南
予
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

【
会　
　

場
】　

宇
和
島
き
さ
い
や
ロ
ー
ド

【
開
催
時
間
】　

11
時
〜
15
時

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
成
果
発
表
な
ど
を
行
い
、
最
後
は

閉
幕
宣
言
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

【
会　
　

場
】　

宇
和
島
市
立
南
予
文
化
会
館

【
時　
　

間
】　

16
時
か
ら
18
時
（
予
定
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
と
一
般
住
民
と

の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て
、
広
く
防
火
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
３
年
に
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
20
日
㈰　

12
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】

　

宇
和
島
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
・
旧
中
央
町
ふ
れ
あ
い
広
場

【
主
催
】

　

宇
和
島
地
区
防
火
協
会

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
・
宇
和
島
消
防
署

【
協
賛
】

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
・
宇
和
島
市
少
年
婦
人
防
火
委
員
会

　

宇
和
島
商
店
街
連
盟

【
実
施
内
容
】

 

12
時
30
分　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
ド
リ
ル
演
奏
（
済
美
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）
な
ど
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時　
　
　
　

各
コ
ー
ナ
ー
ス
タ
ー
ト

《
宇
和
島
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
》

・
防
火
も
ち
配
布

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
啓
発
コ
ー
ナ
ー

・
消
防
自
動
車
見
学
コ
ー
ナ
ー

・
ロ
ー
プ
渡
り
体
験
コ
ー
ナ
ー　

・
非
常
食
試
食
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
地
震
パ
ネ
ル
等
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
防
災
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
防
火
広
報
コ
ー
ナ
ー

・
救
急
コ
ー
ナ
ー

・
抽
選
コ
ー
ナ
ー

《
旧
中
央
町
ふ
れ
あ
い
広
場
》

・
梯
子
車
体
験
乗
車
コ
ー
ナ
ー

・
消
火
訓
練
コ
ー
ナ
ー

・
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー

※「
も
ー
に
く
ん
」「
も
ー
に
ち
ゃ
ん
」「
み
き
ゃ
ん
」も
来
ま
す
。

【
料　
　

金
】　

入
場
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
実
行
委
員
会

　

☎
23
・
５
３
１
１

陸
上
自
衛
隊�

高
等
工
科
学
校
生
徒�

募
集

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
の
採
用
試
験
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

１　

一
般
採
用
（
第
１
次
）
試
験

【
応
募
資
格
】
中
卒
（
見
込
含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
締
切

【
試
験
日
】
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

【
試
験
場
】
宇
和
島
市
役
所

【
試
験
科
目
】 

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
（
択
一
式
）

及
び
作
文
（
５
０
０
字
程
度
）

２　

推
薦
採
用
試
験

【
応
募
資
格
】 

中
卒
（
見
込
含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

成
績
等
優
秀
に
よ
り
学
校
長
が
推
薦

【
受
付
期
間
】
平
成
28
年
12
月
２
日
㈮
締
切

【
試
験
日
】
平
成
29
年
１
月
７
日
㈯
〜
９
日
㈪

　
　
　
　
　

  

う
ち
指
定
す
る
１
日

【
試
験
場
】
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
　
　
　

 

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
２

－

１
）

【
試
験
科
目
】
口
述
試
験
、
筆
記
試
験
（
作
文
を
含
む
。）

　
　
　
　
　

  

及
び
身
体
検
査

【
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
宇
和
島
駅
西
隣
り
）

☎
23
・
５
４
３
１

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

「
何
が
あ
っ
て
も
、
社
員
の
人
生
を

　
　
　

預
か
っ
て
い
る
と
思
え
る
社
長
で
す
か
。

　

入
る
こ
と
で
、
社
員
を
支
え
、
会
社
を
守
る
。
労
働
保
険
」

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」
と
定
め
、
集
中
的
な
広
報
活
動
な
ど
労
働
保
険
の
加

入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２



14

Informationお し ら せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご

家
族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

﹃
お
で
か
け
県
立
図
書
館
in
松
野
﹄

︵
第
２
回
目
︶の
開
催
に
つ
い
て

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を

問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

　

県
立
図
書
館
の
本
を
町
内
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
出
張

貸
出
サ
ー
ビ
ス「
お
で
か
け
県
立
図
書
館
in
松
野
」に
つ
い
て
、

好
評
を
い
た
だ
き
第
２
回
目
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
児
童
書
や
子
育
て
本
、料
理
、健
康
増
進
に
つ
い
て
の
本
、

大
き
な
活
字
の
小
説
な
ど
、
約
６
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た
で
も
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
県
立
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
を
そ
の
場
で
作
っ

て
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
返
却
に
つ
い
て
は
、
貸
出
時
に
お

渡
し
す
る
専
用
貸
出
袋
に
本
を
入
れ
て
町
民
セ
ン
タ
ー
等
で

返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
松
野
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
、
県
立
図
書
館
職

員
に
よ
る
図
書
の
紹
介
を
行
う
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま

す
。
見
学
も
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
・
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

10
月
28
日
㈮　

12
時
30
分
か
ら
16
時

　
　
　
　
　
　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
（
14
時
か
ら
40
分
程
度
）

【
貸
出
場
所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
貸
出
期
間
】　

３
週
間

【
返
却
場
所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー
又
は
吉
野
生
地
区
公
民
館

　

 

※
利
用
カ
ー
ド
を
作
る
場
合
は
、
本
人
確
認
の
証
明
書
（
免

標
準
営
業
約
款︵
Ｓ
マ
ー
ク
︶制
度
に
つ
い
て

　

標
準
営
業
約
款
と
は
、
消
費
者
の
利
益
擁
護
の
観
点
か
ら
、

理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
一
般
飲
食
店
営
業

な
ど
の
生
活
衛
生
関
係
営
業
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
、

設
備
内
容
等
を
適
正
か
つ
明
確
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
や
消
費
者
が
、
営
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り

商
品
を
購
入
し
た
り
す
る
際
の
選
択
の
利
便
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

こ
の
標
準
営
業
約
款
は
、
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
大

臣
の
指
定
す
る
業
種
ご
と
に
、
営
業
方
法
や
取
引
条
件
等
を

定
め
た
も
の
で
、
県
内
で
は
、
次
の
４
業
種
に
つ
い
て
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
理
容
業 

・
美
容
業 

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業 

・
一
般
飲
食
店
営
業

Safety

（
安
全
）

　

 

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

事
故
賠
償
基
準
に
基
づ
い
て
賠
償
が
行
え
る
よ
う
、
損

害
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。 

Standard

（
安
心
）

　

 

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
提
供
す
る
役
務
の
内
容
、
基
準
を
細
か
に

定
め
て
い
ま
す
。 

Sanitation

（
清
潔
）

　

 

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
衛
生
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
営
業
施
設
又
は
設
備
に
つ
い
て
の
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。 

　

標
準
営
業
約
款
「
Ｓ
マ
ー
ク
」
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
く
際
の
安
全
・
安
心
の
目
印
で
す
。

【
登
録
の
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
４
・
３
３
０
５

安
全
・
安
心
を
約
束
す
る
３
つ
の
﹁
Ｓ
﹂

中
で
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く

上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
問
題
に
関
す
る
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
11
月
12
日
㈯
か
ら
11
月
25
日
㈮
の
２
週
間
を
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
実
施
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
ひ
と
つ
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」

が
あ
り
ま
す
。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為

を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
に
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
人
が

い
る
場
合
に
は
、
相
談
機
関
の
連
絡
先
を
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。（
相
談
無
料
・
匿
名
相
談
可
）

　【
相
談
機
関
】

　

県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
７
・
３
４
９
０
（
月
〜
金
）

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
６
・
１
６
４
４
（
火
〜
日
）

　

県
警
察
本
部

　

☎
０
８
９
・
９
３
１
・
９
１
１
０

　

町
民
課

　

☎
42
・
１
１
１
３
（
月
〜
金
）

女性に対する暴力根絶
のためのシンボルマーク

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
又
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。（
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不

慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
時
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
年
金
事
務
所　

☎
22
・
５
４
４
０
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男
女
共
同
参
画
推
進
南
予
地
域
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開
催
の
お
知
ら
せ

　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、

行
政
と
県
民
の
連
携
・
協
働
し
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
で
活
躍
す
る
方
々
と
県
・
市
町
が
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て

語
り
合
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
傍
聴
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

 

11
月
29
日
㈫　

13
時
15
分
か
ら
16
時
ま
で

【
開
催
場
所
】

　

南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎　

７
階
大
会
議
室

　
（
宇
和
島
市
天
神
町
７

－

１
）

【
内
容
】

　
「
私
の
町
の
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
災
害
時
に
起
こ
る
困
難
か
ら
〜
」

　
　
　
　

講　

師
：
公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団　
　

常
務
理
事　

越
智
や
よ
い
氏　

　

 　

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
形
式
の
防
災
教
材
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
通
し
て
、
災
害
時
に
起
こ
る
様
々

な
困
難
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
被
災
者
と
し
て
、
避
難
所

で
起
こ
る
立
場
別
の
困
難
と
必
要
な
配
慮
・
支
援
に
つ
い

て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
検
討
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

 　

電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
（
代
表
者
）、
連
絡
先
、

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

締
切　

11
月
11
日
㈮

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

南
予
地
方
局 

総
務
県
民
課 

県
民
生
活
係

　

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
０
８
・
２
９
６
）

　

℻

 

22
・
０
５
７
６

マイナンバーカードはマイナンバー（個人番号）が記載された顔写真付のカードです。

マイナンバーカードは、プラスチック製のICチップ付きカードで券面に氏名、住所、
生年月日、性別、マイナンバー（個人番号）と本人の顔写真等が表示されます。
本人確認のための身分証明書として利用できるほか、自治体サービス、e-Tax等の
電子証明書を利用した電子申請等、様々なサービスにもご利用いただけます。

・詳しい申請方法は通知カードに同封されていたパンフレットをお読みください。
・初回の交付手数料は無料です。
・申請したカードは２～３週間で受取りが可能です。

申請について分からないことや質問等があればお気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】町民課　☎42－1113（内線263）

マイナンバーカードを取得しよう！

1 マイナンバーカードとは

マイナンバーカード１枚でできること

個人番号を証明する書類として
マイナンバー（個人番号）の提示が必要な様々な場面で、マイナンバー（個人番号）を証明する書類として
利用できます。

各種行政手続きのオンライン申請
平成29年１月から開始されるマイナポータルへのログインをはじめ、各種の行政手続のオンライン申請に利
用できます。

本人確認の際の公的な身分証明書
マイナンバーの提示と本人確認が同時に必要な場面では、これ１枚で済む唯一のカードです。
金融機関における口座開設、パスポートの新規発給など、様々な場面で活用できます。

各種民間のオンライン取引に
オンラインバンキングをはじめ、各種の民間のオンライン取引に利用できるようになります。

表 裏

券面イメージ

許
証
な
ど
）
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
以
下
の
場
合

は
本
人
又
は
保
護
者
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
立
図
書
館　

読
書
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
１
４
４
１

　

℻
０
８
９
・
９
４
１
・
１
４
５
４

　

教
育
委
員
会
教
育
課　

図
書
担
当

　

☎
42
・
１
１
１
８

　

℻
　

42
・
１
３
９
１
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Informationお し ら せ

　県では、毎年10月１日から11月30日までの２か月間にわたり、麻薬・覚醒剤・大麻・向精神薬・シンナー等の乱
用を防止することを目的に、麻薬・覚醒剤乱用防止運動を実施しています。薬物の乱用は、乱用者個人の健康上の
問題にとどまらず、各種の犯罪の誘因など、公共の福祉に計り知れない危害をもたらします。
　本運動は、麻薬・覚醒剤等の乱用による危害を広く住民の皆様にお知らせし、一人ひとりの認識を高めることに
より、麻薬・覚醒剤等の利用根絶を図ることを目的としています。

　愛媛県の各保健所および愛媛県心と体の健康センターに薬物相談窓口を設置し、広く県民からの相談や質問に応
じていますのでご利用ください。

　また、愛媛県の各保健所および薬務衛生課に危険ドラッグ相談窓口を設置し、危険ドラッグに関する相談や情報
提供等に応じていますのでご利用ください。

【薬物相談窓口一覧】

【危険ドラッグ相談窓口一覧】

麻薬・覚醒剤乱用防止運動について

施設名 曜　日 時　　　間 電話番号

宇 和 島 保 健 所 水曜日 10時00分から15時00分 （0895）22－5211（内線255）

八 幡 浜 保 健 所 月曜日 13時00分から15時00分 (0894) 22－4111 (内線278)

中 予 保 健 所 金曜日 13時00分から15時00分 (089) 909－8755

今 治 保 健 所 木曜日 13時00分から15時00分 (0898) 23－2500 (内線315)

西 条 保 健 所 火曜日 13時00分から15時00分 (0897) 56－1300 (内線314)

四 国 中 央 保 健 所 水曜日 10時00分から12時00分 (0896) 23－3360

愛媛県心と体の健康センター
（電話相談） 月～金曜日 ８時30分から17時15分 (089) 911－3880

施設名 曜　日 時　　　間 電話番号

県 庁 薬 務 衛 生 課 月～金曜日 ８時30分から17時15分 （089）912－2393

上 記 の ６ 保 健 所 月～金曜日 ８時30分から17時15分 上記のとおり

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

ＡＴＭで還付金の手続きはできません!

注意 
こんな電話があ
れば、まずは、 
家族･警察･市役所
にご相談ください。

こんな電話は 

サギです 

 

松  野  町  役  場   ＴＥＬ ４２－１１１１ 

宇  和  島  警  察  署   ＴＥＬ ２２－０１１０ 

 

（H28 年８月末現在） 
～還付金詐欺被害者全員が65歳以上の高齢者！！～

「携帯電話を持って、ATMへ行って。」という電話は、
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平成28年「秋季全国火災予防運動」の実施
１　目　的
　 　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに
当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって
火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発
生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを
目的とします。

２　全国統一防火標語
　　『消しましょう　その火その時　その場所で』 

３　実施期間
　　11月９日㈬～ 11月15日㈫

４　重点目標
　⑴　住宅防火対策の推進
　　 　平成23年６月から設置が完全義務化した住宅用
火災警報器ですが、制度がスタートした平成18年
の前年、平成17年の住宅火災による死者数は1, 22
0人で、昨年27年の死者数は914人で300人以上減少
しており、住宅用火災警報器を設置することによ
り、一定の効果が現れていると考えられます。

　　 　住宅火災で、死者が発生した原因の約52％が逃
げ遅れによるものです。火災を早期に発見し、逃
げ遅れ等による死傷者を低減させるためにも、住
宅用火災警報器を設置しましょう。

　⑵　放火火災防止対策の推進
　　 　全国で「放火及び放火の疑い」による火災は6, 5
02件で、全火災の16. 6％を占め、依然として高い
割合となっています。そこで、放火火災の防止に
向け家庭内はもちろんのこと、町内会及び住民等
が一体となり、ご近所の連携を密にし「放火され
ない環境づくり」に努めましょう。

　⑶　特定防火対象物における防火安全対策の徹底
　　 　劇場・遊技場・飲食店・物品販売店舗・旅館・
ホテル・病院・老人福祉施設、小規模雑居ビルなど
の不特定多数の人や高齢者等が利用する施設では、
防火管理体制、避難施設及び消防用設備等の維持
管理を徹底し、対象物の防火安全に努めましょう。

　⑷　製品火災発生防止に向けた取組みの推進
　　 　電気用品、燃焼機器、自動車等、火災の発火源
となることが多い製品については、適切な使用、維
持管理を行い製品火災の未然防止に努めましょう。

　⑸ 　多数の観客等が参加する行事に対する火災予防
指導等の徹底

　　 　平成25年８月15日京都府福知山市の花火大会会
場において、痛ましい爆発事故が発生したことか
ら、多数の観客等が参加する行事等においては、

火災が発生すると被害が甚大となる恐れがあるこ
とから、主催者、露店業者等はガソリンやＬＰガ
ス等の危険物の取扱い方法を熟知することはもち
ろんのこと、火気を使用する機器の安全な設置方
法や使用方法を確認し、万が一の火災に備えて消
火器等の消火用具を準備しておきましょう。

※　住宅防火　命を守る　７つのポイント
（住宅火災による死者の発生防止対策）

―３つの習慣・４つの対策―
３つの習慣
　○　寝たばこは、絶対やめる。
　　 　寝たばこをして眠り始め、
手からポロリと布団に落ちる
と、長い時間くすぶった状態
になり、その後発火する危険
性があります。寝たばこは絶
対にしないようにしましょう。

　○ 　スト―ブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。

　　 　カ―テンや障子などから離
れたところで使用して、上方
に洗濯物を干さないようにし
ましょう。

　○ 　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

　　 　ちょっとだからと言って火
をつけたまま用事をしない。
離れるときは炎を小さくする
だけではだめ、必ず火を消し
てからにしましょう。

４つの対策
　● 　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する。

　● 　寝具、衣類及びカ―テンから
の火災を防ぐために、防炎品を
使用する。

　● 　火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器等を設置する。

　● 　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる。
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平成27年度決算に基づく松野町の健全化判断比率等を公表します
■概　要
　この公表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づいて行うものです。
　この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全化
及び財政の再生等に必要な行財政の措置を講じることにより、地方公共団体の財政の早期健全化に資することを目
的としています。
　公表するのは、⑴実質赤字比率、⑵連結実質赤字比率、⑶実質公債費比率、⑷将来負担比率（以下「健全化判断比率」
といいます。）と⑸資金不足比率の５指標です。健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準（イエローカード）
以上である場合は財政健全化計画を、財政再生基準（レッドカード）以上である場合は財政再生計画を定める必要
があります。また、資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画を定める必要があります。

■健全化判断比率及び資金不足比率
　本町の平成27年度決算に基づいて算定し、監査委員の審査を経て議会へ報告した健全化判断比率及び資金不足比
率は、下記のとおりいずれの比率も国の基準を下回り、現在のところ財政状況は健全であるといえます。
　実質公債費比率は6.8％で、対前年度比で1.2％改善しています。主な要因は、平成16年度から平成23年度の８年間
において、建設事業に係る新規地方債（借金）の発行を抑制したことにより、町の元利償還金（借金返済額）が３
億３千380万４千円となり、対前年度比で７千947万９千円・19.2％減少したことが影響しています。
　いずれの指標も早期健全化基準内となっており、今後も改善傾向で推移する見込みとなっておりますが、引き続
き行財政改革を徹底し、財政の健全化に取組みます。

○健全化判断比率
指　標　名 平成27年度Ａ 平成26年度Ｂ 比較（Ａ－Ｂ） 早期健全化基準 財政再生基準

※実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） －  15.0％ 20.0％
※連結実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） －  20.0％ 30.0％
　実質公債費比率 6.8％  8.0％  △1.2％  25.0％ 35.0％
※将来負担比率 －（該当なし） 8.4％ △8.4％ 350.0％
※平成27年度決算は黒字であり、実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示。
　将来負担比率は、将来負担額に充当可能な財源額（町の年間収入）が、将来負担額を上回っているため「－（該
当なし）」で表示。

○資金不足比率
会計名 平成27年度 平成26年度 経営健全化基準

※簡易水道特別会計 －（該当なし） －（該当なし） 20.0％
※平成27年度決算は黒字であり、資金不足比額がないため「－（該当なし）」で表示。

【用語解説】
項　　　目 内　　　容

実 質 赤 字 比 率

　福祉、教育、まちづくりなど、行政事務本体を扱う一般会計等（一般会計及び住宅新築資
金等貸付事業特別会計）の赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。家計に
例えれば、年収に占める年間赤字額の割合を示すものです。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

連結実質赤字比率
　一般会計等に加え、国民健康保険・診療所・簡易水道・介護保険・後期高齢者医療保険特別会
計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

実質公債費比率

　町の年間収入のうち、借入金（地方債）の返済及びこれに準ずる返済に充てている割合を
示し、資金繰りの苦しさを表します。
　これには、一部事務組合への負担金や公営企業会計等に対する繰出金のうち、借金返済に
相当するものも含まれています。
　家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合を示すものです。

将 来 負 担 比 率

　一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高が、
町の年間収入の何年分に相当するのかを示し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを表します。
　家計に例えると、借金残高が年収の何年分に相当するかを示すものです。
　町の年間収入が、将来支払っていく可能性のある負担等の残高を上回る場合は、「－（該当
なし）」という公表になります。

資 金 不 足 比 率
　公営企業会計（簡易水道特別会計）の資金の不足額の程度を示し、経営状態の悪化の度合
いを表します。
　資金不足額がなければ、「－（該当なし）」という公表になります。
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入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要 施行場所
（納入場所） 種別 落札業者 落札金額 所管課

H28.4.21 消防用小型動力ポンプ購入事業 消防用小型動力ポンプ（B‒2級）【艤装費用、付属品含む】 松　丸 物品購入 宮本防災設備 1,825,200 総 務 課
（危機管理室）

H28.4.21 森の国ぽっぽ温泉循環配管等化学洗浄業務委託 循環配管等の化学洗浄業務 松　丸 その他 ㈱ヨコハタ 1,188,000 森の国創生課

H28.4.21 照葉の森整備業務委託 皆伐（雑木・ヒノキ）　　施業面積0.49ha 豊　岡 その他 南予森林組合 972,000 森の国創生課

H28.5.25 虹の森公園おさかな館屋外水槽等熱交換機改修工事 空冷式ヒートポンプチリングユニット設置 延野々 その他 豊田冷機工業㈱ 9,072,000 森の国創生課

H28.5.25 虹の森公園高圧受電装置改修工事 高圧受変電設備の取り替え工事 延野々 電　気 渡辺電気 2,646,000 森の国創生課

H28.5.25 旧中学校寄宿舎解体工事
旧中学校寄宿舎解体（鉄筋コンクリート造　本館　518.4㎡　鉄
骨ブロック造平屋建て裏棟　46.8㎡）樹木等伐採処分　単独浄化
槽等撤去　家屋等解体撤去後整地清掃全棟内部放置不要物処分

松　丸 解　体 ㈱松野建設 8,607,600 建設環境課

H28.6.23 音響設備購入事業 音響設備一式〔器材組み立て、収納、システム調整含む〕 松　丸 物品購入 愛媛メディアシステム㈱ 1,371,600 教 育 課

H28.6.23 学校給食共同調理場業務用冷凍庫購入事業 業務用冷凍庫　１台（附属品、運賃、工事費、試運転調整費を含む） 延野々 物品購入 日本調理機㈱松山営
業所 331,560 教 育 課

H28.6.23 学校給食共同調理場温水ヒータ及び蒸気ボイラ更新工事
学校給食共同調理場に設置している無圧開放式温水ヒータ及び簡
易貫流蒸気ボイラの更新 延野々 管 ㈱戒田商事 4,536,000 教 育 課

H28.6.23 ふれあい交流館空調設備改修工事 空調設備工事（室内機13台、室外機９台）、電気設備工事、配管
設備工事、撤去工事　外 松　丸 その他 ㈱桐島電工 9,590,400 町 民 課

H28.7.26 松野町一般定期健康診断・ストレスチェック業務委託 松野町所属職員の一般定期健康診断・ストレスチェック業務 松　丸 その他 愛媛県厚生農業協同
組合連合会 747,308 総 務 課

H28.7.26 梅乾燥ベンチ購入事業 組立式プラムベンチ（W1280×L4000×H700）　36台〔諸経費含〕 吉　野 物品購入 ㈱山崎農機 1,893,240 森の国創生課

H28.7.26 雪輪の滝休憩所・トイレ整備工事 休憩所（木造一部２階建て、52.09㎡）・トイレ（木造平屋建て、8.12
㎡、汲取り式）

宇和島市
野川（滑床
山国有林
64林班）

建　築 金谷建設㈴ 24,840,000 森の国創生課

H28.7.26 目黒9‒10‒B集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝12ｍ　石積工　Ａ＝13㎡　２号Ｌ型水路
Ｌ＝12ｍ　ストンガード　Ｌ＝12ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝12ｍ 目　黒 土　木 ㈲山口建設 6,505,924 建設環境課

H28.7.26 上組集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝16ｍ　石積工　Ａ＝32㎡　２号Ｕ型水路
Ｌ＝16ｍ　ストンガード　Ｌ＝15ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝16ｍ 奥野川 土　木 ㈲吉本庭園 8,137,216 建設環境課

H28.7.26 町道葛川富岡線改良工事 Ｌ＝12.4ｍ　Ｗ＝3.0（4.0）ｍ　土工1式、ブロック積工１式、排
水工1式、法面保護工１式 吉　野 土　木 金谷建設㈴ 18,144,000 建設環境課

H28.7.26 奥野川1‒3がけ崩れ防災対策工事 法覆コンクリート　Ｌ＝14ｍ　石積工　Ａ＝53㎡　２号Ｌ型水路
Ｌ＝14ｍ　ストンガード　Ｌ＝13ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝14ｍ 奥野川 土　木 ㈲山口建設 8,882,207 建設環境課

H28.7.26 延野々5‒1がけ崩れ防災対策工事 法覆コンクリート　Ｌ＝25ｍ　石積工　Ａ＝81㎡　Ｕ型水路
Ｌ＝25ｍ　ストンガードＬ＝25ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝26ｍ 延野々 土　木 ㈱松野建設 13,824,000 建設環境課

H28.7.26 蕨生2‒12集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝27ｍ　石積工　Ａ＝57㎡　Ｕ型水路
Ｌ＝27ｍ　ストンガードＬ＝26ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝28ｍ 蕨　生 土　木 ㈲山口建設 11,080,375 建設環境課

H28.7.26 目黒9‒39集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝15ｍ　石積工　Ａ＝14㎡　２号Ｕ型水路
Ｌ＝15ｍ　ストンガード　Ｌ＝15ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝16ｍ 目　黒 土　木 下田建設㈲ 10,855,056 建設環境課

H28.8.24 獣肉処理加工施設耐震診断業務委託 耐震診断・構造計算（733.20㎡）、既存図面の作成、耐震案及び
事業費算出、耐震評定 富　岡 その他 ㈱松浦設計 4,752,000 森の国創生課

H28.9.21
松野町コミュニティセンター及び松
野町スポーツ交流センター舞台幕等
購入事業

舞台幕　一式、カーテン　一式〔設置及び撤去費用含む〕 松　丸 物品購入 ㈱フォーデック
四国支社 1,944,000 総 務 課

教 育 課

H28.9.21 チッパーシュレッダー購入事業 チッパーシュレッダー　１台 吉　野 物品購入 ㈱山崎農機 971,460 森の国創生課

H28.9.21 松野町道路法面・盛土・擁壁等点検業務委託 点検道路延長　Ｌ＝25㎞ 富岡外 その他 ㈱五星
宇和島営業所 4,752,000 建設環境課

H28.9.21 保戸峰１号橋外４橋　橋梁補修調査設計業務委託 橋梁補修調査設計　N＝５橋 目黒外 その他 ㈱荒谷建設コンサルタ
ント　宇和島事務所 19,980,000 建設環境課

H28.9.21 定住促進住宅建設工事 木造２階建て　１棟５戸（世帯用）　延床面積　318.81㎡　建築工
事一式、電気設備工事一式、機械設備工事一式、外構工事一式　外 松　丸 建　築 ㈱古田工務店 77,220,000 建設環境課

H28.9.21 福祉団地園内道路整備工事 土工　擁壁工（鍬止コンクリート）L=88m　舗装工　A=871㎡
ガードフェンス　L=37ｍ　コルゲートフリユーム　L=44ｍ 豊　岡 土　木 南予開発㈲ 11,232,000 森の国創生課

平成28年４月～平成28年９月までの入札結果の概要
単位：円
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平成28年度公共工事の発注の見通しについて

所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期
備　考第１四半期

（４月～６月）
第２四半期

（７月～９月）
第３四半期

（10月～12月）
第４四半期

（１月～３月）

町　民　課 ふれあい交流館事務
所空調改修工事 松野町大字松丸 約１ヶ月 その他 空調機器整備工事一式、配管設備工事一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

森の国創生課 虹の森公園高圧受電
装置改修工事 松野町大字延野々 約３ヶ月 電気 高圧機器改修工事一式 指名競争入札 ○ 発注済

森の国創生課
虹の森公園おさかな
館屋外水槽等熱交換
機器改修工事

松野町大字延野々 約３ヶ月 その他 屋外水槽取換、据付工事一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 旧中学校寄宿舎解体
工事 松野町大字松丸 約２ヶ月 解体 旧中学校寄宿舎解体工事

一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

教　育　課
学校給食共同調理場
温水ヒータ及び蒸気
ボイラ更新工事

松野町大字延野々 約２ヶ月 管 温水ヒータ更新工事、蒸
気ボイラ更新工事　外 指名競争入札 ○ 発注済

森の国創生課 福祉団地園内道路整
備工事 松野町大字豊岡 約３ヶ月 土木 舗装工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

森の国創生課 雪輪の滝休憩所建築
工事 宇和島市野川 約３ヶ月 建築 建築工事一式、給排水設

備工事一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課
目黒9‒10‒B集落・避
難路保全斜面地震対
策工事

松野町大字目黒 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝
12.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 延野々 5‒1がけ崩れ
防災対策工事 松野町大字延野々 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

25.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 蕨生2‒12集落・避難路
保全斜面地震対策工事 松野町大字蕨生 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

32.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 目黒9‒39集落・避難路
保全斜面地震対策工事 松野町大字目黒 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

17.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 奥野川1‒3がけ崩れ
防災対策工事 松野町大字奥野川 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

14.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 上組集落・避難路保
全斜面地震対策工事 松野町大字奥野川 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

16.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 定住促進住宅建設工事 松野町大字松丸 約６ヶ月 建築
建築工事一式、電気設備
工事一式、機械設備工事
一式、外構工事一式　外

指名競争入札 ○ 発注済

森の国創生課 西の川地区農道整備
工事 松野町大字目黒 約３ヶ月 土木

Ｌ＝141.4ｍ、Ｗ＝3.0ｍ　土工
一式、法面工一式、石積工一式、
水路工一式、舗装工一式

指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道葛川富岡線改良
工事 松野町大字吉野 約４ヶ月 土木

Ｌ＝10.42ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ
土工一式、ブロック積工一式、
排水工一式、法面保護工一式

指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道上目黒浅辺線改
良工事 松野町大字目黒 約４ヶ月 土木

Ｌ＝69.10ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ　土工一式、
ブロック積工一式、排水工一式、防護柵
工一式、付帯工一式、舗装工一式

指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 本村橋橋梁補修工事 松野町大字奥野川 約４ヶ月 土木 Ｌ＝17.45ｍ、Ｗ＝4.0ｍ　
橋梁補修工一式 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 上西之川橋橋梁補修
工事 松野町大字目黒 約４ヶ月 土木 Ｌ＝13.95ｍ、Ｗ＝3.75～

4.30ｍ　橋梁補修工一式 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 山惣橋橋梁補修工事 松野町大字奥野川 約４ヶ月 土木 Ｌ＝12.10ｍ、Ｗ＝3.0ｍ
橋梁補修工一式 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道延野々吉野線舗
装修繕工事 松野町大字吉野 約３ヶ月 舗装 Ｌ＝400.0ｍ、Ｗ＝5.7ｍ

舗装工一式 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道五郎丸本村線舗
装修繕工事 松野町大字延野々 約３ヶ月 舗装 Ｌ＝140.0ｍ、Ｗ＝4.9ｍ

舗装工一式 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道松丸上通り線舗
装修繕工事 松野町大字松丸 約３ヶ月 舗装 Ｌ＝75.0ｍ、Ｗ＝4.2ｍ　

舗装工一式 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道梁瀬線舗装修繕
工事 松野町大字吉野 約３ヶ月 舗装 Ｌ＝400.0ｍ、Ｗ＝4.9ｍ

舗装工一式 指名競争入札 ○ 変更

総 務 課
（危機管理室）

奥野川消防車庫兼詰
所改築工事 松野町大字奥野川 約４ヶ月 建築

建築工事一式、給排水設
備工事一式、電気設備工
事一式　外

指名競争入札 ○

　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条第２項及び同法施行令（平
成13年政令第34号）第５条第５項の規定に基づき、松野町における平成28年度公共工事の発注の見通しに関する事
項を変更したので公表します。
　この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。
＊ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、またはここに公表され
ていない工事が発注される場合があります。 平成28年10月１日現在

　　　　　　�Information　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�お し ら せ
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11月の森の国行事予定表

22

日 曜日 予　　定

１ 火

２ 水 文化祭（～３日）

３ 木 各種がん検診・健康診査（休日健診）／保健センター（受付：７時30分～11時）

４ 金

５ 土 吉野生地区文化祭（～６日）

６ 日 松野町産業祭×アグリ甲子園／虹の森公園

７ 月

８ 火 松野町長選挙告示日

９ 水

10 木

11 金

12 土

13 日 松野町長選挙投票日

14 月

15 火 肺がんＣＴ検診／吉野生交流促進センター
　　　　　　　　（受付：９時30分～11時30分、13時30分～15時30分）

16 水 肺がんＣＴ検診／目黒基幹集落センター（午前）（受付：９時30分～11時）
　　　　　　　　保健センター（午後）（受付：13時30分～15時30分）

17 木

18 金

19 土 チャリティーレクバレー
株式会社プロテックスジャパン竣工式

20 日 中学校文化祭

21 月

22 火 町内音楽発表会／コミュニティセンター
肺がんＣＴ検診／保健センター（受付：９時30分～11時30分、13時30分～15時30分）

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日 町長任期満了日

28 月 新町長初登庁

29 火

30 水

可　燃　物

月 町内全域

火

水 町内全域

木

金 町内全域

不　燃　物

月

火 豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

古　紙　類

月

火

水 豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

木

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※葛川地区は第１金曜日
　上家地地区は第１水曜日

※葛川地区は第１・第３木曜日
　上家地地区は第１・第３火曜日

※葛川地区は毎週水曜日
　上家地地区は毎週月・金曜日

ごみ収集日程表

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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